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族(とくにアラビア語，へフツレ語を中心， ) フィノ ・ウグル語族(フィ

























論の詮議にわずらわされることなく， これほど要領よく ubersichtl ich 
lζ ドイツ語の構造を示した例はそう簡単に見付からないであろう。
Das Phonologische Syst巴m では母音・子音音素の提示についで，そ
の音声的実現の傾向の説明に及んでいると乙ろに特色がある。
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が，英語:Robert GravesのCountBelisarius，オランダ語 :Huisinga 









Heinz F. Wendt制箸の "Sprachen"





































Absolutus: hito wa 
Nominativ: - ga (Ua) > ein， der Mensch， Menschen 
die Menschen < 
Geniti¥-: ー no> eines Menschen < usw. 
Dati¥-: - ni > einem Menschen < usw. 










Heinz F. Wendt編著の "Sprachen"
るのに，辞書は日露，日英と並んで木村謹治編の大和独があがっている
だけである。すなわち， ドイツ人の編者が見られないわけであるが，こ
れはドイツにおける日本語学習人口がきわめて少ないことによるからで
あろう。
全般として解り易い文体であり，印刷もよいと思われるが，ときに誤
植が一一 ζとに音声の表記に関して一一見られるのは残念である。 くこ
の点は筆者の利用した本に関してであるから，すでに改まっているかも
知れない。)
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